
大船渡市議会

春 ３月、ワカメのボイル作業

市政調査会研修視察（湾口防波堤）



平成29
年度

注目の
新規 30事業　約９億円新規 30事業　約９億円

事 業 内 容
小河原地区の被災跡地の利活用を図るため、産
業用地を整備。
さかなグルメによる地域振興を推進するため、
地域おこし協力隊制度を活用し、新商品及び新
メニュー開発に向けた業務を行う。
野々田ふ頭の共同利用コンテナ用上屋倉庫の維
持管理を行う。
漁業所得の向上を目指す「浜の活力再生プラン」
の実行を支援するため、漁業協同組合等へ補助
金を交付。
赤崎グラウンドの人工芝整備及び市営球場の観
客席の改修。

※今定例会で可決された当初予算や新規事業等については、次年度開催される決算審査特別委員会において、その効果や成果について検証を
行います。

事 業 費

千円

千円

千円

千円

千円

１０９,４３０

１４,０８２

３,１９７

５４,３８５

１６８,５００

事 業 名

産業用地整備事業

さかなグルメのまち地域振
興事業

共同利用コンテナ用上屋運
営管理事業

浜の活力再生交付金事業

体育施設整備事業

№

１

２

３

４

５

3

23

74

421 7,900
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平
成
29
年
度
各
会
計
当
初
予
算
を

審
査
す
る
た
め
に
予
算
審
査
特
別
委

員
会
が
設
置
さ
れ
、
３
月
９
日
に
は
会

計
ご
と
に
、
二
日
目
の
10
日
に
は
13
名

の
委
員
が
総
括
質
疑
を
行
い
、
予
算
の

支
出
目
的
や
効
果
に
つ
い
て
議
論
し

ま
し
た
。
主
な
内
容
は
下
記
の
と
お

り
で
す
。（
詳
細
は
市
議
会
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
配
信
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

〜
委
員
会
審
査
か
ら
考
え
る

当
市
の
事
業
や
課
題
点
〜



公
共
施
設
管
理
の

今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て

伊藤力也 議員

今
後
40
年
間
で
１
０
８
２
億
円
、

年
平
均
27
億
円

答 問問

答

平
成
29
年
市
議
会
第
１
回
定
例
会
の
一
般
質
問
は
３
月
２
・
３
日
の
２
日
間
行
わ
れ
、
10
名
の
議

員
が
登
壇
し
、
市
政
全
般
に
わ
た
り
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
要
旨
を
質
問
順

に
紹
介
し
ま
す
。

問

答
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岩
手
県
公
認
地
方
卸
売
市
場

の
積
極
的
活
用
に
つ
い
て

渕上 清 議員

官
民
連
携
等
の
経
営
戦
略
を
推
進
し

改
善
を
図
る

答 問

千葉 盛 議員

平
成
30
年
度
操
業
開
始
の
予
定
で

整
備
計
画
中

答 問

答

問

答

問

問答



県
立
大
船
渡
農
業
高
校
の

跡
地
利
用
に
つ
い
て

答

市
総
合
計
画
や

財
政
計
画
と
の
整
合
を
図
り
検
討

答 問問

今野善信 議員

自
宅
介
護
の
人
達
へ
の

支
援
の
充
実
を

東 堅市 議員

「
安
全
衛
生
管
理
規
程
」
に
基
づ
き

取
り
組
ん
で
い
る

答 問問

答

答 問

問

答

答
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平山 仁 議員

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
を
展
開

答 問 知
の
拠
点
と
し
て

図
書
館
の
役
割
は

三浦 隆 議員

実
証
実
験
を
踏
ま
え

市
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
る

答 問

答

問

答

問

答

問



法
テ
ラ
ス
気
仙
の
存
続
を

答

国
、
県
に
要
望
し
て
い
る

答 問問

滝田松男 議員

高
齢
者
に
交
通
運
賃
の
優
遇
を

田中英二 議員

干
潟
の
造
成
も
海
水
浄
化
に
役
立
つ

答 問問

答

答

問

問

答
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子
ど
も
の
医
療
費
助
成
を

森 操 議員

市
内
企
業
へ
の
情
報
提
供
な
ど

意
識
啓
発
に
努
め
る

答 問問

答

問答
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「どうなったの？」
議会での意見や提言は、
市政にどのように反映されているのでしょうか。

閲覧状況は…

開かれた議会「議会生中継・録画配信」について

３月の予算審査特別委員会・
９月の決算審査特別委員会の開催時が
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（２月８日）

別の診療所などでの治療や薬の状況を説明する面倒
が少なくなる
施設を移るたびに同じ検査を繰り返したり、同じ薬
を重複することが少なくなる
災害時に情報を残すことができ治療・介護が継続し
やすい

（３月 17日）



４
月
新
年
度
を
迎
え
た
。

高
校
を
卒
業
し
て
、
大
学
や
専
門
学
校
で
学
び
の

生
活
を
始
め
た
人
、
故
郷
を
離
れ
て
就
職
し
社
会
人

と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
人
、
地
元
に
残
り
仕

事
や
地
域
活
動
に
が
ん
ば
る
こ
と
に
決
め
た
人
、
そ

れ
ぞ
れ
が
新
た
な
気
持
ち
で
世
の
中
に
漕
ぎ
出
し

始
め
た
。

平
成
27
年
度
の
気
仙
管
内
の
高
校
卒
業
生
は
５

４
７
人
。
そ
の
う
ち
大
学
や
専
門
学
校
に
進
学
し

た
生
徒
は
４
１
１
人
で
75
．
１
％
に
な
る
。
ま
た
、

地
元
を
離
れ
て
就
職
し
た
生
徒
は
66
人
で
、
卒
業
生

の
87
・
２
％
が
故
郷
を
離
れ
旅
立
っ
た
。
ち
な
み

に
、
地
元
に
就
職
し
た
生
徒
は
60
数
名
で
あ
る
。

市
は
、
平
成
25
年
と
27
年
に
、
気
仙
管
内
の
高
校

生
１
、２
年
生
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
。

８
〜
９
割
の
卒
業
生
が
地
元
を
離
れ
る
中
で
、
い

つ
か
は
地
元
に
帰
っ
て
き
た
い
と
答
え
た
生
徒
は

６
〜
７
割
あ
り
、
地
元
で
十
分
な
教
育
が
受
け
ら

れ
、
そ
れ
を
生
か
し
た
仕
事
が
あ
れ
ば
地
元
に
残
り

た
い
と
答
え
た
生
徒
は
８
割
に
上
っ
た
と
い
う
。

進
学
率
は
年
々
高
ま
っ
て
お
り
、
大
学
や
専
門
学

校
で
学
ぼ
う
と
希
望
す
る
生
徒
は
多
く
な
っ
て
い

る
。
一
度
は
地
元
を
離
れ
て
一
人
暮
ら
し
を
し
て

み
た
い
と
考
え
る
生
徒
も
い
る
だ
ろ
う
。

一
方
で
、
母
子
家
庭
や
非
正
規
労
働
者
が
増
加
し

た
。
子
供
の
貧
困
、
格
差
の
拡
大
な
ど
、
子
供
た
ち

の
学
び
を
支
援
す
る
経
済
環
境
は
厳
し
く
な
っ
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

大
学
生
の
奨
学
金
が
大
学
卒
業
後
返
済
が
困
難

な
人
が
続
出
し
て
い
る
と
い
う
。

大
学
生
の
２
人
に
１
人
が
奨
学
金
を
利
用
し
、
社

会
人
と
し
て
の
出
発
点
か
ら
多
額
の
借
金
を
背

負
っ
て
し
ま
う
。
奨
学
金
に
頼
ら
な
け
れ
ば
大
学

等
に
進
学
で
き
ず
、
不
安
定
な
雇
用
で
「
返
し
た
く

て
も
返
せ
な
い
」
な
ど
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て

い
る
。

ま
た
、
保
護
者
の
中
に
は
、
高
額
な
学
費
負
担
が

困
難
に
な
り
、
生
活
費
の
安
い
地
域
、
で
き
れ
ば
通

学
可
能
な
学
校
に
進
学
を
希
望
さ
れ
、
大
学
や
専
門

学
校
へ
の
進
学
希
望
者
の
地
元
志
向
が
全
国
的
に

強
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
調
査
結
果
も
あ
る
。

誰
も
が
家
庭
の
事
情
に
関
係
な
く
一
定
の
条
件

の
中
で
、
希
望
す
れ
ば
大
学
に
も
、
専
門
学
校
に
も

進
学
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
だ
。

「
天
は
人
の
上
に
人
を
造
ら
ず
、
人
の
下
に
人
を

造
ら
ず
」
と
の
言
葉
を
残
し
た
福
沢
諭
吉
は
「
い
ま

見
渡
し
て
み
れ
ば
、
賢
い
人
も
い
れ
ば
、
愚
か
な
人

も
い
る
。
貧
し
い
人
も
い
れ
ば
、
裕
福
な
人
も
い

る
。
こ
の
格
差
は
、
学
ぶ
か
、
学
ば
な
い
か
に
よ
っ

て
生
ま
れ
る
も
の
な
の
で
す
。」
と
も
言
い
残
し
た
。

学
ぶ
こ
と
の
大
切
さ
を
す
す
め
、
そ
れ
を
支
援
す

る
社
会
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

国
は
、
大
学
の
給

付
型
奨
学
金
を
創
設

し
、
２
０
１
８
年
度

入
学
生
を
め
ど
に
制

度
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

る
と
い
う
。


